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重職者の手紙　週刊誌
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＊幸せを探すあなたへ
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ミネルバ（Mineruva）の元祖
インターネット経済大統領ミネルバ　2008年8月末「韓国版地獄の黙示録」というタイトルで、アメリカのリーマン・ブラザーズの不健全さを正確に予想して、サイバー論客として話題を呼んだミネルバ。経済学の教授にまで「最も優れた国民の経済師匠」と賞賛された彼が、結局、１月10日に拘束され収監され、政府とマスコミ、経済専門担当者、ネチズンたちは、30代の無職の男のいたずらにもてあそばれた格好になって、ミネルバ症候群は幕を下ろすことになりました。その上、ミネルバが自分の書き込みに対する信頼性を得るために、自分の身分情報と経歴に対して公開した内容が、全部、偽りであったことが明らかになってしまいました。この事件は、経済問題に鈍感だったネチズンの関心と討論を呼び起こしたという面では、肯定的な側面もありますが、虚偽事実によって経済政策の不信を助長して、外国為替市場と国家の信任度に否定的な影響をおよぼした部分は、見過ごすことはできないでしょう。結局、ミネルバは捕まったのですが、ミネルバ効果だけは残りました。ミネルバ(Minerva)という言葉の語源は、本来、ギリシャ神話の中で、ゼウスの頭から武装したまま生まれた女神アテネを称する言葉で、知恵と戦争の神で、各種の技巧を働かせる技術と工芸の守護神であり、都市の守護神でした。不思議なことに、名前そのまま、ミネルバは知恵を利用して、戦争を起こして、あらゆる技巧を働かせて、世の中を混乱させたのでした。
ミネルバの元祖　しかし、まさにミネルバの元祖は別にあります。神様のみことばである聖書を見れば、美しさと知恵で創造されて堕落した後、追い出された天使の話が出ています。「あなたの心は自分の美しさに高ぶり、その輝きのために自分の知恵を腐らせた。そこで、わたしはあなたを地に投げ出し、王たちの前に見せものとした」(エゼキエル28:17)この堕落した天使がまさに偽りの父であるサタンです(ヨハネ8:44)。この世に追い出されたサタンは、悪賢い情報を流して、アダムとエバをだましました。エバが神様に対して疑いを抱くように「神様が善悪を知る木の実を食べてはならないと言われたのか」と尋ねず、「あなたがたは、園のどんな木からも食べてはならない、と神は、ほんとうに言われたのですか」(創世記3:1)と尋ねました。このトリックを知らなかったエバは「私たちは、園にある木の実を食べてよいのです。 しかし、園の中央にある木の実について、神は、『あなたがたは、それを食べてはならない。それに触れてもいけない。あなたがたが死ぬといけないからだ』と仰せになりました」  (創世記3:2～3)と言いました。神様は「それを取って食べるその時、あなたは必ず死ぬ」(創世記2:17)と言われたのに、エバの心が揺れていることを感づいたサタンは、直ちに「あなたがたは決して死にません。あなたがたがそれを食べるその時、あなたがたの目が開け、あなたがたが神のようになり、善悪を知るようになることを神は知っているのです」(創世記3:4～5)と言いました。結局、アダムとエバは、サタンにだまされて、神様を離れるようになったのです。この時から、嘘による人間の混乱と苦しみが始まったのでした。科学者の知識も教育も発展するのに、この世はどんどん偽りが乱舞する混乱の中に陥っています。どのようにしなければならないのでしょうか。その道を、神様が私たちのために開いてくださいました。「しかし私たちがまだ罪人であったとき、キリストが私たちのために死んでくださったことにより、神は私たちに対するご自身の愛を明らかにしておられます。」(ローマ5:8)「すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます。(マタイ11:28)その方がまさに十字架で死んで復活され、私たちの人生のすべての問題を解決されたイエス・キリストなのです。
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神様の子どもになる

受け入れの祈り

愛の神様、私は罪人です。イエス様が十字架で死んで、復活されることによって、私のすべての問題を解決してくださったキリストであることを信じます。今、私の心の扉を開いて、イエス様を私の救い主として受け入れます。今、私の心の中に来てくださって、私の主人になって、私を導いてください。これから、神様の子どもになった祝福を味わいながら生きるようにさせてください。イエス・キリストのお名前によってお祈りします。アーメン

神様の子どもの五つの確信
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①　救いの確信

イエス・キリストを信じて受け入れたあなたは、神様の子どもになって救いを受けました(ローマ8:15～16、Iヨハネ5:10～13)

②　祈り答えの確信

神様の子どもはイエス・キリストのお名前で何でも求めることができ、神様はみこころ通りに必ず答えてくださいます(ヨハネ15:7)

③　導きの確信

神様は聖霊であなたの中におられ、あなたのすべての人生を治めながら導かれます(ヨハネ14:26～27、箴言3:5～6)

④　赦しの確信

あなたのすべての罪はイエス・キリストのあがないの血の力で解決され、神様はだれでも罪を悔い改めれば許して下さいます(Ｉヨハネ1:9、ローマ3:24)

⑤　勝利の確信

救われたあなたは、世の中に勝たれたイエス・キリストによって、どんな問題の中でも信仰で勝利することができます(ローマ8:31～37，Ｉヨハネ5:4)
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神様の子どもの毎日の祈り
父なる神様、イエス・キリストによって神様がいつも私とともにおられて、導かれることを感謝します。今日も、すべての生活の中で、神様の子どもになった祝福を味わうように、聖霊で満たしてください。

私の家庭と現場と行くところごとに、福音を邪魔して困らせるすべてのサタンの勢力を権威あるイエス ・キリストの御名で縛ってください。どんなこと、どんな問題でも、解決者であるイエス・キリストに任せて、その中で神様のより良い計画を発見しながら、聖霊に導かれる生活になりますように。それで、私の生活を通して、イエス様がキリストであるということがあかしされるようにして、私の現場に神の国が臨むようにしてください。毎日、私の生活の中で神様の願いである世界福音化の契約を握って勝利できますように。今も私とともにおられるイエス・キリストのお名前によってお祈りします。アーメン


重職者伝道企画チーム⑥
小さな

実践の力
私はだれなのか。「私はあなたの永遠なパートナーだ。私は、あなたの最も大きい力になったり、最も重い荷物になったりする。私はあなたを前進させたり、あなたを引っぱって失敗させたりもする。私は全面的にあなたの命令を受ける。あなたがすることの半分程度は私を越えてきて、私はそのすべての仕事を迅速で正確に片づけられる。私を統制することはとてもやさしい。だが、断固としていなければならない。どんなことを、どのようにしたいのかと正確に見さえすれば、何回かの試みのあげく、自動的にそのことを処理する。私は偉大な人を、より一層、偉大にさせる。失敗する者は、より失敗するようにさせる。私を通して利益を得る事もでき、破壊されることもできる。私をつかんで飼い慣らして訓練させて、断固として統制すれば、私はあなたの足もとに、この世を捧げるだろう。私と一緒に楽に生きよ。そうでなければ、私があなたを破壊するだろう。私はだれであろうか。私は習慣だ」ジャックD.ホットが書いた<習慣の力>という本に出てくる文です。すべての成功した人々の共通分母は、良い習慣で日常生活を送っているという点です。

習慣を作る力、小さい実践　東西古今を問わず、ひとりによって国がほろびるけれども、ひとりによって国が生かされたりしました。この祝福されたひとりの隊列に私たちが立っています。人を生かして、力を与えて、立てる、日常の習慣を持った人がまさにその主人公です。多くの時間でなくても、1ケ月に一度でも私と関係している重要な弟子の事情を知って手助けできるならば、1ケ月に一度でも、私が暮らしている地域の困難と問題を知って、それに対する答えを与えられるならば、人生の価値ある奥義を分からないひっそりとさまようエリート専門担当者に正しい方向を提示してあげるならば、昼12時に社会を生かす教会共同体を心の中に抱いて、ともに祈ることができるならば、夜9時に未来の次世代のため、互いに対話して祈ることができるならば、私たちが住んでいる地域と私たちの次世代は、美しい人生の足跡を譲り受けるようになるのです。「日常を変える前には、人生を変化させられない。成功の奥義は、自分の日常にある」

+今週の黙想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深い泉03
生かす人　殺す人
人ゆえに生きて、人ゆえに死にます　ソドムとゴモラが滅びたのは、単純に堕落したためではありません。聖書には、明らかに義人10人がいなくて滅びたと言われています。エレミヤ5章1節を見れば「エルサレムのちまたを行き巡り、さあ、見て知るがよい。その広場で捜して、だれか公義を行ない、真実を求める者を見つけたら、わたしはエルサレムを赦そう。(エレミヤ5:1)」と言われています。一つの地域を生かすのも、殺すのも、神様の基準は人です。釜山で一緒にいたある長老は、小学校しか出なかったのですが、弟たちを勉強させて、福音を伝えるのに用いられることが祈りの課題でした。幸いに、2人の弟はソウル大学の教授が互いに弟子としようとするほど正しく育ちました。一度は、誰もしたがらない汚い煙突の掃除を引き受けたのですが、どれくらい誠実にしたのか、周囲の人々が感心するほどだったということです。そのような中で、この方に会った人々の問題が解決されて、職場のなかで祝福の証拠が起き始めたのです。後には、会社全体に影響を与えるようになって、小学校出身では初めて朴正煕大統領の時に、新しい村研修院教授に任命され、多くの影響を与えました。このように、1人が恵みを受けると、職場が生き返って、周囲に多くの影響を与えるようになります。なぜでしょうか。

この世の中に答えがない問題はありません　すべての問題の中には、確かに答えがあります。大きい経済危機がきたというけれど、詳しく見れば、その中に機会が隠されています。ところで、重要なのは、この解答と機会の根源、祝福の根源が、まさに神様だという事実です。神様はこの祝福を、だれを通して動かして行かれるのでしょうか。神様はキリストという単語を通して、すべての歴史を動かして行かれます。それで、キリストを送ると約束されて、その方が来られたのです。キリストがまさにイエス様です。イエス・キリストを信じる者には、神様がともにおられ、すべての歩みを導いてくださり、聖霊に満たされた力で、行く所ごとにサタンと暗やみの勢力を打ち砕きながら、主のみ使いを送って私たちを保護して助けてくださいます。それで皆さんが行く所ごとに人を生かす出会いの祝福が起きて、神様が共におられる証拠が現れるようになるのです。
この事実を信じて毎日体験することが重要です　どのように体験することができるのでしょうか。一人でいる時、神様がともにおられる事実を黙想しながら祈れば良いのです。簡単に話せば、一人でいる時、幸せになる力がなければなりません。そして、私がいる職場と地域の人々をどのように助けて、次世代をどのように助けるのかを考えて、その人に必要なプレゼント(資料)を渡すだけでもかまいません。難しいほど、私がだれかを正確に分からなければなりません。難しいほど、むしろ基本を堅く固める専門性をそろえなければなりません。だれも付いてくることができないほどの唯一性に向かって挑戦する機会にしなければなりません。私のために教会に弟子が起きて、地域現場を生かす弟子が起きて、このようなことを持続できる美しい共同体が作られる答えを一生涯味わわなければならないのです。皆さんが持っているイエス・キリストの御名は、万物が服従する権威ある御名なのです(ピリピ2:10～11、3:21)。
+深い泉Story　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2009年1月16日通巻第51号　　 深い泉　04

どこにも

道はある

イラスト_ユン・スルギ

イギリスに留学した友人が帰国した時、親友たちで閑静なマンションに歓迎会をしに行こうとした時だったが、走るバスの窓側で、突然、この友人が感激したように静かな声で話した。「おい！山だ!」韓国は、山が全体の70%を占める国だ。それで、昔に中国へ使節が行くと、中国の皇帝は、東方の山が多い国から来たのかと尋ねるほどであった。私たちは、どこでも山を簡単に見ることができ、山と一緒に暮らしている。ところが、その友人は、私たちには見慣れてしまったことに対して、今さら驚嘆するので、笑いを誘うことになった。多分、学校がイギリスの平野地帯にあったのだろう。それで、数年間、山が見られなかったのに、見るようになったので、不思議に思ったのが、かえって笑い話になったのだ。韓国の山々は、どんな山も問わず、神話と伝説が話として伝わる、錦織りなす美しい山である。雄壮ではないが、色とりどりの女性らしさを大事に保っている山は、今も多くの人々を山に導くが、ある山に行ってみると道もあって、頂上に上がれるようになっている。
世界経済がみな墜落している危機の時代に、韓国も危機は機会というスローガンをかかげて危機脱出の道を探そうと、もがく姿が見られる。どんな困難にも、事実、道がある。ただし、道を見つけることができなかっただけだ。
貧しくて、重量挙げ選手をして、ゴルフに転向して、今は世界に名をはせるプロゴルファー、タンク、チェ・キョンジュ選手が、初めてアメリカに進出した時の困難を聞いたことがある。今は状況が変わったが、無名の時期、ナビゲーションも通用しなかった時期に、アメリカのゴルフ場を探すのがとても大変だったということだ。アメリカのゴルフ場は、韓国のように大きい門や看板があるのではないうえに、大きくて雄壮なのに、入口は表示があっても小さくて、時には表示もなくて、道が分からなかったということだ。いつかも、試合のためにゴルフ場を探して、まったく道を見つけられずに、さ迷っていたら、ちょうど見覚えがある選手が先に行ったので、ストーカーのように、彼に、とにかくついて行ったという。ところが、その人が突然、高速道路に入ったので、道が新しくできたのかと思って、とにかくついて行ったら、あるスーパーマーケットに入ったということだ。知ったところ、その選手は、自分の子どものおむつを買おうと出てきた道だったのだが、チェ選手は、それも知らずに、ばくせんと後だけついて行ったのだった。

私たちの人生も道を知らなければ、だれにでもついて行く。道のように見られるが、道ではないのが宗教なのに、対策と秘法は驚くほど良く見えても、その道は袋小路で、人生の問題の解答を与える道ではない。人では道をつけることができなかったので、神様が人間になって道をつけてくださった。その方がまさにキリストで、その方だけが真の道なのだ。道に入ってこそ目標が明らかになる。まだ道を探し出せないでいるならば、ご自分を道だと自信をもって話されるキリスト、その方がイエスであり、その方を通して真の救いの祝福を味わわなければならない。どこにも道はある。しかし、本当は、道はどこにもない。それで選択が重要なのだ。

文_チョン・ヒョングク牧師(福音コラムニスト)


＊相談したい方はこちらまで連絡してください




毎日毎日の森の泉





19日(月)


世の中と神の国と時刻表(使徒9:1～15)


私たちは時計をはめていますが、時刻表は神様の御手にあります。神様の前に信じる者の祈りが積もって、神の国が宣言されて、伝道弟子が集まる時、神様の時刻表は成されるようになります。





20日(火)


牧師先生を偶像化しすぎではありませんか


(出14:1～13)


時々誤った選択をする牧師先生もおられます。しかし、牧師先生の中心が神様の栄光のための中心ならば、心配しなくても良いのです。福音運動のために先に立てられた牧師先生を尊敬して祈るのが成功する信仰生活の姿です。





21日(水)


力があってこそ世界福音化ができます


(使徒19:1～7)


力がなければずっと困難にあうようになって、理解できない霊的問題にあうようになります。それで、神様が与えられる力を得なければなりません。その道がまさに信仰で、祈りです。聖霊の満たしの力は、全てを生かすように神様がくださる最高の力です。





22日(木)


過去に戻った弟子たちの前に現れたキリスト


(ヨハネ21:1～14)


私たちは困難にあうと思いますが、神様はその時、最も重要で良いことを備えておかれました。神様が私とともにおられ、導いて、聖霊で働かれるように信仰を持って祈りながら挑戦すれば良いのです。





23日(金)


世の中と神の国と神様の道しるべ


(使徒16:6～10)


イエスがキリスト、神の国、聖霊の満たしという、明らかな事実を握って祈れば、必ず福音の働きが起きます。そうすれは、伝道の道しるべが見えて、初代教会の働きを体験するようになります。





24日(土)


私がどうすれば主役になれるのでしょう


(マタイ28:16～20)


福音は人生すべての問題の解答です。世の中には人生問題を解決する解答がないから、福音を持って神様がともにおられることを味わう人は、現場と時代を生かす主役になります。








週間メッセージ�
�



産業宣教┃重職者の職場キャンプ(使徒18:3～4)


伝 道 学┃外国に出て勉強ができない時


(ピリピ3:20)


核心訓練┃奥義を任された者(Ｉｺﾘﾝﾄ4:1～2)


聖日1部┃過去は永遠になくならない土台


(使徒5:1～11)


聖日2部┃問題解決の道(使徒5:12～16)











